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◆ キューブクーラー®(CUBE-T20型)
は採⾎管冷却保冷容器です。

予備冷却
使⽤前に冷凍庫(-20℃)で
10時間以上蓄冷してください。
使⽤時
冷凍庫より取り出した後、
30分以上経過してから使⽤してください。
(⾦属容器に貼付してある温度ラベルは、
正確なものではありませんので、
目安としてお使いください。)

午前中
採⾎ 5ml

⾎液

5mlEDTA-2Na 5ml

速やかに 氷水 に
浸して冷やす

⾎漿 0.5 ml

混和後、
直ちに氷水へ

採⾎後８時間以内に
4℃、3000回転(2000×g)、15分

冷却遠⼼ OR 通常遠⼼

凍結
－ 20℃

凍結保管

凍結
－20℃ ⾎球

⾎漿

⾎漿上清の
中央部から採取

⾎漿分離

（15分以上、遠⼼操作まで）

（１分以内）

⾎漿を4時間以内に凍結保管

1.EDTA･2Na入り採⾎チューブにて⾎液約5mLを採取してください
2.採⾎直後、⾎液を2〜3回軽く転倒混和してください（ローラでの混和は⾏わないでください）
3.混和後直ちに（１分以内）チューブを氷水中（⾎液の液面まで氷水につかる状態）

あるいはキューブクーラー®で冷却（15分以上、遠⼼操作まで冷却）してください
1.採⾎から8時間以内に冷却条件で遠⼼分離（4℃、3,000回転（2000×g）、15分）

または通常遠⼼分離（3,000回転（2000×g）、15分、ローターが昇温していない）してください
5. 遠⼼後、直ちに上清の⾎漿を⾎液との界面に触れない様に⾎漿上清の中央部から採取し、分注してください
6. 分注後、⾎漿を4時間以内に凍結保管してください

緩やかに転倒混和

アミノインデックスⓇ検査の検体処理⽅法
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